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1 ．は じめ に

　昭和32年初版 の r色彩調和 と配色』 の なか

で 著者星野昌
一

（東京大学名誉教授 ） は、　「

ま だ 一般 化 して い な い 提 案」 と断わ りな が ら 、

次 の よ うな反射率 を と もな っ た グ レ
ー ・ス ケ

ール を 、 「対数的明度段階」 と して 紹介 して

い る 。

明度

反射率
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　こ こ で反射率 と あわ せ て 紹介 され た の は こ

の ほ 力丶 マ ン セ ル ・オ ス トワ ル トおよび 色研

（ 『色の 標準』 ）各体系の グ レ ー ・
ス ケ

ー・ル

で あ っ た が 、 足野 の i対数的明度段 階」 は 戦

前に 公 刊 さ れ た 、 数少ない 日本独 自の グ レ
ー

・ス ケ
ール の ひ とつ で あ っ た 。

　本発表で は 、 こ の グレ
ー ・ス ケ

ール 誕 生 の

背景を取 り上 げる 。

2 ．戦前の グ レ
ー一・

ス ケ ール

　 戦前の 日本で 、反射率と ともに 公 fl」もし く

は 公開さ れた グレ ー ・ス ケ
ー

ル は 、少な くと

も3 種類あ っ た と思 われ る 。 そ の い ずれ もが 、

昭和 10年代 に登 場 して い る 。 年代順に な らへ

る と、

　1）　1938　（艮召不［113）　年

　　 『イ ワ キ 式灰色標準紙』

　　 東京逓信省電気試験所 山内二 郎の 指導 の

　　 もと に 作成 さ れ た 、30段階 の 反射率を と

　　 もな う灰色標準紙 。 反射率 の 高 い 自 、 お

　　 よび低い 黒 の 研究 を もと に 、 　1号を反射

　　 率 85％ の 臼 、 30号 を 4％ の 黒 と し 、 そ の

　　 間を対数 級数 的 に 30分割 し て （公比 lL

　　 lD 得 られ た 反射率か ら 30段階 の 灰 色紙

　　 を作成 し た も の 。ウ エ バ ．．t一フ ェ ヒ ナ
ー

　　 の 法 則 に 依拠 した オ ス ト ワ ル トの 反 射率

　　 決定 手順 に 準拠 して い る の は 明 か で あ ろ

一
… ．

　　 　　　　　　 1 60

　 う 。 なお 「イ ワ キ」 の 名称 は 、 標準紙の

　 研究 に着手 した 岩城塗料製造（株）に 由来

　 す る 。 同社 は 昭和12年 に 、 関西ペ イ ン ト

　 （株）と合併 した 。

2） 1942 （昭和 17）年

　　『偽装標準色 明度表』

　 東京帝国大学助教授星野昌
一

の 研究開発

　 に か か る 、 迷彩 ・偽装用塗装色見本帳 。

　 無彩色色票 10段階 、 迷彩 ・偽装色票 16点
　 か ら な る 。 発行元 は関西 ペ イ ン ト（株）。

　 星 野 は偽 装に 関す る基準色の 体系化 に際

　 して 、 　「現在最 も科学的正統な る体系を

　 有する 」オ ス トワ ル ト理 論に 準拠 した （

　　「形態 ・色度 と認 識距離 に つ い て 」　『建

　 築学会大会論文集』　 昭和 14） 。

　 反射率は 、 基 準明度 の低明度側を反射率

　　 2．5％ か らは じめ 、

　 　 　 　 2，5510204080

　 の 倍数系列 を設定 、さ らに こ の 間 に

　 　 　 　 3．5　 7　 14　 28　 56

　 を 内挿 した対数級数系列 （公比 ； 1．4）と

　 な る 。 た だ 最低明度の 基準 は 2．5をカ ッ

　　ト、オ ス トワ ル トと同 じ く 3．5か らは じ

　 まる 10段階の グ レ ー ・
ス ケ ール 構成 で あ

　 る 。 （表一1参照 ）

3）　1943　（E召禾018）　年
　 臨 時 日本標 準規 格 　 JES 第 342号

　　 r無彩色標準色 票，r］

　 1938 （昭和 13）年 に設 置 された r工 業 品

　 規格統
一

調査 会第 2 部 第21委員会 色 」

　 の 成果で ある 。委員の メ ン バ ー
に は 大蔵

　 省印刷局矢野道也 （日本初の 色 彩専門書

　　 『色彩学 』（明 治40）の 著書があ る） 、 洋

　 画 家和 田三 造（「日本標準色協会 」 （昭和

　 2） の 創設 者）らが い た 。 上 に あげ た 2 例

　 で の 反射 率 の 決定 は 、オ ス トワ ル ト明度

　　と同 じ く 、 物理量 と して の 反射率の 対数

　 級 数 的変化 が 、 グ レ
． ・

ス ケ ール の 視覚

　 的等歩度性を保証 す る こ と を前提 と して

　 い る 。 しか し 、 結果 と し て 得 られ た ス ケ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 1
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一ル の 間隔が 、高 明度側で 広 く低明度側

で 狭 く感 じられ る事実か ら、JES 反射率
11段階 の 決定に あ た っ て は 最小 判別 法 に

よ っ て い る 。 明度 番号 20が 最高反射率80
％ 、最低は 明度番号 10の 2．4％ で あ る 。

　先述 の 星 野 が控え 目に 提案 した 「対数 的明

度段 階 」 は 、実 は上 記 2）項 目の 、戦前に お け

る迷彩 ・偽装の 研究成果 と して 星野 が規 定 し

た グ レ ー ・ス ケ
ール に 他な らな い 。

3 ．日本版 グ レ
ー ・ス ケ ール 誕生 の背景

　 日本 に お ける色の 科学 的体 系 化 に は、 グ レ

ー ・ス ケ
ー

ル に 見 るよ うに 、 その 方法 論 に お

い て オ ス トワ ル ト方式 と最小 判別 法式 （戦後 、

日本色 彩研 究所 か ら発刊 され た r色 の 標準』

の 明度 もこ の 手法 に よ っ て い る） の 二 つ の 流

れが あ っ た が 、 グレ
ー ・ス ケ

ー
ル 誕生の 背景

に もま た 、二 つ の 事象が関与 し て い る 。 そ の

ひ と つ が 「色 の 標準化 亅問題 で あ り 、 い ま ひ

と つ が 、 戦時色の 高ま りと と もに ク ロ
ーズ ア

ッ プ されて き た 「迷 彩 ・偽装の 研究」 で あ っ

た 。

1） 色の 標準化問題

　　まず rEヨ本標準色 協会」 の 設立 をあ げね

　　ばな らな い 。 こ れ は 、 日本の 標準色作成

　　を 目指 して 和田 三造 が 1927 （昭和 2）年

　　に 設立 した色 彩研 究団体 （日本 色彩研究

　　所の 前身 ） で 、 こ こ か らは r日本標準色

　　カ
ー一ド』 （昭和 2）、　『色 名総鑑 』（昭和

　　6）、色票 に オ ス トワ ル ト記号が 付記 さ れ

　　て い る）が刊行 されて い る 。 色 の 標 準化

　　に つ い て は 、 矢野道 也 も1929 （昭和 4）

　　年頃か ら、そ の 必 要性を説い て い た 。 矢

　　野が念頭 に おい た の もまた オ ス ト ワ ル ト

　　体系で あ っ た 。

　　1933 （昭和 8）年 に は 、 「色 の 標準 に つ

　　い て 」 と題 した 座談会 も開催 さ れて い る

　　 （ 『顔料塗料印刷イ ン キ 』誌） 。 座長は

　　矢野 道也 、鉄道 大臣官房研究所広瀬誠
一、

　　内 閣印刷 局 山上 謙
一

の ほ か 、業界か ら関

　 　西ペ イ ン ト、 東 亜ペ イ ン ト等塗 料 関係 の

　　出席者が 多い 。

　　色の 標準化問題 は 、 1938 （昭和 13）年の

　　 「二i二業品規格統
一

調査会第 2音B　第2ユ委員

　　会 　色 」 の 設 置 と と もに 、 国の 基準制定

　　へ む けて の 軌道 に の りは じめ る 。 委員長

　 　は物 理学 の 泰 斗 、 中村清 二
、 メ ン バ 　に

　 　は矢 野 ・和 田
・広瀬 らが加 わ っ て い る 。

　 　JES 第 342号 は 色 の 標準 化 に 関 す る 、 委

コ

　 員会 と して の最初の 成果で あ っ た 。

2） 迷彩 ・偽装研究 とグ レ
ー ・

ス ケ ール

　 第 1次世 界大戦を機 に 実用化 され た 迷彩

　　・偽装は 、 日本 に お い て も早 くか ら関心

　 が寄せ られて は い た が 、 特 に 1934 （昭和

　　9） 年を前後 して 、 都市 防空 の 見地 か ら

　 迷彩 ・偽装研 究が 盛ん とな っ て い る 。 例

　 えば建築学会は 1933 （昭和 8） 年 、 防空

　 問題 懇談会を 開催 、 以後機関誌 r建 築雑

　 誌 』 誌上 で 建 築偽装の 研究が 論 じ られ る

　 よ うに な る 。 また雑誌 r軍事 と技術』誌

　 上 で も 、 1934（昭和 9）年 2月号か ら 「

　 偽装 の概念」 と題す る連載記事 が は じま

　 っ て お り、迷彩
・偽装 へ の 関心 の 高 ま り

　 を うかが わせ る。

　 星 野 昌
一

が色 との 関わ りを持 っ 契機 とな

　 っ た 「色 度測定に 就 い て 」　（第 1報） を

　　r建 築学会大会論文』 に 発 表 した の も19
　 34 （昭和 9）年 で あ っ た。こ の の ち星野

　 は 、 東京帝国大 学建築 学科教室 に 属する

　 か た わ ら 、 陸軍 築城本部 、 陸軍 航空技術

　 研究 所嘱 託 と して 、防空 の た め の 建築偽

　 装の 研究 に従事 す る 。 1939 （昭和 14） 年

　 に は 「形態 ・色 度 と認識距離に 就い て 」

　　「建築偽 装の 基 本事項 に就 い て 」 を発表 、

　 以後 1942 （昭和17） 年まで 建築偽装の 研

　 究発表が 精力的 に 続け られて い る 。

4 ．終 君っ りに

　航空機 か ら の ような遠距離 認識 で は 、色 の

見え 方は 色相や彩 度よ り 、 明度 に 支配 され る 。

星 野の 監 修に もと づ き 関西ペ イ ン トか ら発刊

され た 『偽装標準色明度表 』 に 、 10段階の グ

レ
ー ・ス ケ

ー
ル が 添付 され て い るの も、迷彩

・
偽装色 に おい て 明度を重 視す べ きだ とす る

星 野 の 考え の 表れ で ある 。 また そ の 反射率は 、

2．5 およ び 7．5の 倍数を組 み合わ せ た 明快 な

数列 とな っ て い る 。迷彩 ・偽装 と 明度の 関連

を
一
般 に 浸透 させ や す くす る配 慮 で あ ろ う 。

ただ r偽装標準色 明度表』 が ど の 程 度迷彩 色

の 選定に 利用 され たか は 明か で な い 。

一
方 J

ES明度 も、標準 化 に む けて の 作業が進 め ら れ

る か たわ ら 、 迷彩 ・偽装知識 の 普及 とそ の 訓

練を重視 した 、 戦争 末期 の 色彩 教育 に も導入
され て い る 。

　本稿作成に あた り、色彩 学会 名誉会員川上

元郎先生 、児島修二 氏お よ び故星野 昌
一

先生

婦入星野 光子 様よ りご教示 を得 、貴重 な 資料
の 提 供 を い た だ い た 。 記 して 深 謝 い た し ます。
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